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別
府
市
の
東
山
地
区
椿
で
ス
ト
ッ
ク
と
ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
栽
培
す
る
佐
藤
文
明
さ
ん
に
お

話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

取
材
を
行
な
っ
た
２
月
上
旬
は
、
ス
ト
ッ
ク

の
開
花
期
だ
っ
た
た
め
、
色
と
り
ど
り
の
花
を

付
け
た
ス
ト
ッ
ク
が
ハ
ウ
ス
い
っ
ぱ
い
に
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ト
ッ
ク
は
３
棟
の
ハ
ウ
ス
（
約
７
㌃
）
で

栽
培
し
て
お
り
、
12
月
か
ら
４
月
く
ら
い
ま
で

収
穫
し
別
府
花
市
場
や
「
旬
の
館
」
へ
出
荷
し

て
い
ま
す
。
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
３
月
に

は
週
５
０
０
本
く
ら
い
を
収
穫
す
る
予
定
。

　

一
方
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
面
積
は
10
㌃

ほ
ど
あ
り
、
冬
に
種
を
撒
き
夏
に
収
穫
す
る
た

め
年
間
を
通
し
て
交
互
に
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

佐
藤
さ
ん
が
農
業
を
始
め
た
の
は
、
19
歳
。

高
校
を
卒
業
後
、
当
時
の
「
温
泉
熱
花
き
研
究

指
導
セ
ン
タ
ー
」（
現
「
大
分
県
農
林
水
産
研

究
指
導
セ
ン
タ
ー
」）
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
栽

培
研
修
を
１
年
間
受
講
し
、
実
家
の
畑
で
花
き

の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
ス
ト
ッ
ク

と
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
２
種
の
み
出
荷
し
て
い

ま
す
が
、
若
い
時
は
色
々
な
品
目
に
挑
戦
し
、

カ
ラ
ー
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
な

ど
そ
の
時
々
で
流
行
っ
て
い
た
花
を
植
え
て
い

た
そ
う
で
す
。
20
年
ほ
ど
前
か
ら
現
在
の
２
種

に
絞
っ
て
栽
培
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の

理
由
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
「
こ
の
土
地
の
気

候
に
あ
っ
て
い
る
か
ら
」
と
の
こ
と
。
冬
に
花

を
咲
か
せ
る
ス
ト
ッ
ク
の
場
合
は
、
あ
ま
り
寒

過
ぎ
る
と
加
温
す
る
た
め
の
燃
料
が
多
く
必
要

と
な
る
た
め
、
加
温
に
頼
ら
な
い
程
良
い
寒
さ

の
気
候
条
件
が
効
率
よ
く
育
て
る
上
で
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
椿
は
ス
ト
ッ
ク
を
育
て
る
上

で
そ
う
し
た
条
件
に
割
と
合
致
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　　

し
か
し
、
40
年
間
花
作
り
を
し
て
き
た
佐
藤

さ
ん
で
も
、
い
ま
だ
に
思
い
ど
お
り
に
い
く
こ

と
の
方
が
実
は
少
な
い
と
言
い
ま
す
。「
振
り
返

る
と
失
敗
ば
か
り
で
、
今
も
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
る
の
が
現
状
」
だ
と
お
聞
き
し
、
少

し
驚
き
ま
し
た
。
病
害
虫
や
連
作
障
害
に
悩
ま

さ
れ
た
り
、
適
期
に
作
業
が
で
き
ず
悔
し
い
思

い
を
す
る
な
ど
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
問
題
に
直

面
し
て
き
た
と
話
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
花
を
育

て
る
こ
と
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
も
の
な
ん

だ
な
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
「
株
式
会

社
別
府
花
市
場
」
の
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
以
前
の
よ
う
に
農
作
業
だ
け
に
専

念
す
る
こ
と
が
難
し
い
中
で
、
変
わ
ら
ず
品
質

の
良
い
も
の
を
作
り
た
い
と
思
い
努
力
を
続
け

る
姿
に
、
長
年
農
業
と
向
き
合
っ
て
き
た
生
産

者
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
花
業
界
は
依
然
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
の
生

活
に
彩
を
あ
た
え
て
く
れ
る
お
花
は
、
や
は
り

無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。
カ

ラ
フ
ル
な
ス
ト
ッ
ク
の
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
、

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の

人
に
お
花
の
魅
力
を
感
じ
癒
さ
れ
て
ほ
し
い
な

と
思
い
ま
す
。

ストックを栽培するビニールハウスで作業を行う佐藤文明さん



3 ･････　令和 6年 3月（No.82）　･････

vol.23



　

今
回
が
２
回
目
と
な
る
当
組
合
主
催
の

農
機
イ
ベ
ン
ト
が
２
月
20
日
と
21
日
、
日

出
支
店
そ
ば
の
給
油
所
跡
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
初
日
は
、
小
雨
が
降
る
中
約
76

名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両

日
と
も
ク
ボ
タ
や
ヤ
ン
マ
ー
、
イ
セ
キ
を

含
む
６
メ
ー
カ
ー
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
管
理

機
や
草
刈
機
な
ど
の
小

型
農
機
展
示
品
が
大
特

価
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
場
者
特
典
と

し
て
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ

モ
ア
の
１
日
無
料
利
用

券
を
５
名
の
方
へ
抽
選

で
進
呈
す
る
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
参
加
型
サ
ー
ク
ル
活
動
の
一
環
と
し
て
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室
」
が
12
月
23
日
、
日
出
の
指
導
経
済
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
一
般
の
利
用
者
に
も
気
軽
に
Ｊ
Ａ
へ

足
を
運
ん
で
も
ら
お
う
と
２
０
１
９
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

今
回
は
、
准
組
合
員
や
職
員
ら
10
名
が
参
加
。「
Ｒ
Ｙ
Ｏ
フ
ロ
ー
リ

ス
ト
」
の
矢
守
恵
二
さ
ん
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

で
作
る
お
正
月
用
の
し
め
飾
り
を
制

作
し
ま
し
た
。
年
末
年
始
だ
け
で
な

く
飾
れ
る
お
し
ゃ
れ
な
ア
レ
ン
ジ
を

教
わ
り
な
が
ら
、
参
加
者
は
思
い
思

い
の
飾
り
つ
け
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　１月19日に開催された

第14期「ＪＡ戦略型人材育成

研修 (自尊塾 )」の改革提案書プレ

ゼン大会において、本店推進課所

属の山本翼係長が提案した「未来

ある若手職員への新教育プログラ

ム」が優秀賞を獲得しました。

　当研修は、ＪＡ大分中央会がＪＡの将来のトップマネジ

メント層としての活躍が期待できる人材を育成すること

を目的とし、毎年（全９回）実施しています。今年は、

県内のＪＡより合計10名の塾生が参加し、最優秀賞１名、

優秀賞２名が表彰されました。当組合の職員が受賞する

のは今回で3人目となります。

第 14期「自尊塾」
プレゼン大会
優秀賞授賞！

今年で出場 回目
別大マラソン完走
　しました！

JAべっぷ日出

　別府大分毎日マラソン大会が２月

4日に開催され、今年も阿南肇課長

補佐が出場し、みごと完走いたし

ました !! 今回で 10回目の出場と

なります。次回出場権獲得のボー

ダーラインの

3時間 30分

以内の記録で

走りきり、来

年も出場する予定だそうです。

阿南課長補佐は「スタート時には

雨も止み、コンディションも良く

走ることができて良かった。来年

も頑張りたい」と話していました！

2004 年 11 月入組
ローンセンター所属
役職：課長補佐

あなん  はじめ

阿南 肇さん

やまもと   つばさ

山本　翼さん
2006 年 4月入組
本店推進課所属
役職：係長
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ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
正
月
用
し
め
縄
を
ア
レ
ン
ジ

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
正
月
用
し
め
縄
を
ア
レ
ン
ジ

小
型
農
機
ま
つ
り
を
開
催

小
型
農
機
ま
つ
り
を
開
催

ニュース＆トピックス

ニュースニュース
トピックストピックス
＆

初日には、「恒松農園」さん（右）のお饅頭や赤飯、「ビーファクトリー」さんの
焼きいもやはちみつの販売ブースも出店しました。
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女性組 より女性組 より

　女性組織では、リサイクル活動・環境活動の

一環としてアルミ缶の回収をしています。今年度

上期分として集まったアルミ缶は、９０キロとな

りました。

　又、環境に優しいエコ商品の一斉推進運動で

は、紙管なしトイレットペーパー１０７ケース・わ

かくさティッシュ４７セットの実績となりました。

　これも日頃

より会員の皆様のお声掛けにより実現で

きたことです。皆様のご協力に感謝を申し上げます。

　コロナ渦の中、更には危険を感じる暑さの日が続いて

いますが、お体ご自愛頂き、これからもできる活動をこ

つこつ重ねて行きますので引き続きのご協力をよろしくお

願い致します。
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　新年となりご利用者様へおみくじ箸を

引いて頂き今年の運勢を占いました。

「やったー！大吉が出た！」「私は中吉

だ！」と声が飛び交い ,皆楽しいひと時を

過ごされていました。

　人の体の７０％は水分＝体液で主には血液、リンパ液、脳脊髄液です。この３つの体液の循環を良くす

ると、身体は自然治癒力が増し、肌の張りもよくなり、疲れ知らずの健康な体になります。

骨、内臓、筋肉が働くためには必要なものを届け、いらないものを持ち去る役割が必要です。それが体液です。

身体は「水風船」みたいな状態になっています。皮膚で覆われた水の中に生きていくために必要な要素が浮いている状態です。

この水が血液、リンパ液、脳脊髄液で必要な要素が筋肉、骨、内臓など人体を構成するものです。

この概念で身体の不具合を考えると肩こりがあるといって肩を揉んでも体液の流れが保たれていないとその場しのぎになって

しまうだけです。もちろんマッサージなどは有効ですが毎日行くのは難しいですよね。

筋肉が硬くなっているコリは血行不良により筋肉に酸素が行き届かず、乳酸が溜まった状態です。体液の流れがスムーズでな

いということは酸素を供給できない、乳酸などの老廃物が溜まったままになっているということです。姿勢の悪さも骨盤のゆ

がみも体液の循環を阻害する要因になります。身体構成がズレることで体液循環の水路を閉ざしてしまい循環障害に陥ります。

　脳脊髄液については頭蓋骨のマッサージも期待できます。頭の筋肉のほぐしのコツは筋肉をつかんでほぐすと言うことです。

脳脊髄液の流れをよくすると顔のリンパの流れもよくなり、食欲を抑制する効果やホルモンバランスを整えアンチエイジング

効果も期待できるのです。

この３つの体液の流れについては動画などもたくさんありセルフケアができますよ。
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おみくじ箸で２０２４年の運勢を占いました！おみくじ箸で２０２４年の運勢を占いました！

「流す」ための３選「流す」ための３選

体液をスムーズにし循環を整え健康に！体液をスムーズにし循環を整え健康に！

①    リンパを流すための股関節解放ストレッチ（リンパ液）①    リンパを流すための股関節解放ストレッチ（リンパ液）
       仰向けに寝て片方の足を少し開き膝を立て反対の足にバタンと脱力して倒します。その次に膝を曲げたまま反対側
にバタンと脱力して倒します。４，５回し反対の足も同様に行います。両肩や肩甲骨は床から離れないように行って
ください。呼吸もゆったりとした呼吸で息を止めずに行ってください。

②  ふくらはぎのマッサージ（血液）②  ふくらはぎのマッサージ（血液）
　ふくらはぎは身体の末端から血液を心臓に戻すためのポンプの働きをしています。ふくらはぎが硬い
とポンプ機能が働かず循環が滞ってしまいます。ふくらはぎを足首から上へ気持ちいい程度の強さで揉
んでいきます。椅子に座って踵を上げる運動も筋肉により循環されます。

③ 脳脊髄液のケア（脳脊髄液）③ 脳脊髄液のケア（脳脊髄液）
　脳脊髄液は頭蓋骨から仙骨まで巡回し最終リンパ液に混ざる仕組みになっています。この液体の中には幸福感、苦
痛を和らげる効果のあるβエンドルフィンが放出されているそうです。仰向けに寝て両手で骨盤の出っ張り部分を軽
く押さえて触っておきます。両足のかかとを付けたまま片足ずつゆっくり伸ばし元に戻すを５回程度行います。次に
両手で顎を包み込み少し持ち上げて５秒キープ。最後に両足を右左にワイパーのように動かします。全部の動きは仰
向けで行ってください。
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